
★一触余部123億8，300万円　基本的な市行政を行うための会計です

議∴入∴韓i箆 �藤∴怒 �：予軸 （千円） �溺議毎度慰 （％〉 

自 主 財 源 �市税 �市民税、固定資産税、軽自動車税など �3，734，682 �▲5，4 
分担金及び負担金 �市が行う事業で特定の利益を受ける人が負担するお金 �331，914 �▲2。5 

使用料及び手数料 �施設使用料や住民票、各種証明書などの交付手数料 �260，495 �‾3，7 

繰入金 �財政調整基金などの繰入金 �844，839 �▲26，8 

諸収入ほか �上記科目にも含まれない収入 �225，767 �▲25，8 

依 存 財 源 �地方交付税 �国から交付されるお金 �3，092，022 �12，6 市債 �国や金融機関などからの借入金 �1，112，652 �3，3 

国庫支出金 �国が市に任せて行う仕事の委託金や特定の補助金 �1，268，768 �49，1 

県支出金 �県が市に任せて行う仕事の委託金や特定の補助金 �868，453 �31，1 

地方譲与税 �国が徴収した税金から市に配分されるお金 �97，733 �▲6，9 

地方消費税交付金ほか �国から地方消費税の一部を交付されるお金など �545，675 �4，1 

：合計 ���12383、餌場∴ �3、5 

自主財源・・市で調達できるお金　　依存財源・・国や県から交付されるお金や借入金

∴蘭灘麟曜日 �癖i饗 �ノ‾‾‾‾‾端麗： 、樽i聴i �薄灘寮麒麟 　紳輔 �態読鵜藍 

議会費 �市議会の運営 �153，818 �▲1，5 �4，782円 

総務費 �税務、戸籍、選挙、統計などの事務や庁舎管理など �1，507，260 �▲1，5 �46，863円 

民生費 �高齢者や乳幼児、障害者福祉、生活保護など �3，348，970 �20，3 �104，125円 

衛生費 �病気の予防や健康相談、ごみ処理など �1，245，974 �1，6 �38，739円 

農林水産費 �農林水産業の振興、農道、林道整備など �123，849 �▲8．8 �3，851円 

商工費 �商工業や観光の振興など �262，160 �51，2 �8，151円 

土木費 �道路や橋、公園、住宅整備など �912，542 �▲12，0 �28，372円 

消防費 �消防活動や災害対策など �616，133 �▲22，6 �19，157円 

教育費 �保育所や小中学校、社会教育、スポーツの振興など �2，805，714 �5，7 �87，234円 

公債費 �市の借入金の返済 �1，374，399 �▲4，4 �42，732円 

その他 �諸支出金、災害復旧費、予備費 �32，181 �11－7 �1，001円 

禽覿 ��1年383100： �熱雲 �385子008円 

注）「市民一人あたりに使われるお金」は3月1日現在の人口（32，163人）で算出しました。
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★企業会計　36億6，297万8千円
禽鄭烏　＿i； �∴予算高く千円）： �対前年度∴比（％） 

水道事業 �474，037 �▲1，2 

病院事業 �3，188，941 �▲10，3 

合計 �3，662，978 �▲9，2 

注）企業会計の予算額は、次のように算出しています。

【総費用－（減価償却費＋資産減耗賛）＋資本的支出】

※特別会計・・特定の事業を行うために、特定の収入を

支出に充てるため、経理を独立して設ける会計です。

※企業会計・・民間企業と同じく、独立採算制処理され

ている会計です。
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★特別会社　72億2，281万7千円
棄酷薄＿ �：予算額（千円）∴ �対前年度比∴（％） 

国民健康保険事業 �3，248，340 �▲0，2 

闇易水道事業 �306，538 �▲9，4 

住宅新築資金等貸付事業 �3，429 �6，5 

老人保健 �2，675 �▲79，3 

下水道事業 �1，011，504 �▲3，2 

温泉事業 �6，960 �1，6 

介護保険事業 �2，117，779 �10，1 

介護保険サービス事業 �8，851 �12，3 

後期高齢者医療 �494，881 �1，5 

財産区など �21，860 �49，1 ∴合計 �宮窪雲嬢蒋「 �計怒 
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